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AI エージェントとは、人のように対話しながら、目的達成をサポートしてくれる人工知能 

のことである。従来の AI が「質問に答える」だけだったのに対し、AI エージェントはもっ

と能動的で、状況を理解し、タスクをこなし、時には提案までしてくれる存在である。 

簡単にいうと、AI エージェントは“賢い相棒”のようなものである。  

そこで、ここでは AI エージェントの動作について「Microsoft Copilot」と対話してみた。 

 

 

AI エージェントの動作についてお聞きします。最初に書くプロンプトは誰にたいする指示

になりますか？また特定の生成 AI からの回答を受け取るのは誰ですか？受け取った回答を

新たなプロンプトとして書き直し、生成 AI に入力するのは誰ですか？こうした手順は AI

エージェントの中にプログラムとして組み込まれているのでしょうか？ 

 

いい問いですね。生成 AI エージェントの動作を理解するには、内部的な「役割分担」と「手

続きの設計」が重要な鍵になります。以下のような流れで考えると分かりやすいと思いま

す： 

��� プロンプトの対象は誰か？ 

 最初に書くプロンプトは、生成 AI モデルに対する指示です。 

 人間または別の AI エージェントが、そのプロンプトを生成モデルに送信する役割

を担っていると考えられます。 

 例：「次の文章を要約して」などは、生成モデルに対して「このタスクを実行せよ」

と命令していることになります。 

귞귟균귡귢귣귤귥 回答を受け取るのは誰か？ 

 回答を受け取るのは、プロンプトを送った主体（ユーザーまたは他の AI エージェン

ト）です。 

 もし AI エージェントの中でプロンプト管理や再構成が行われているなら、中間エ

ージェント（プロンプト・オーケストレーター）がそれを受け取って処理する場合

もあります。 

脥깢깣 回答を再構成してプロンプトにする主体は？ 

 回答を受けた後、それを新たなプロンプトに書き直して生成 AI に渡すのは、エージ

ェント内の「制御層」や「プランナー」と呼ばれるコンポーネントが担当すること

が多いです。 

 例えば、ツール使用や複雑なマルチステップ思考が必要な場合、それを明示的なプ

ロンプトとして再構成するエージェント設計が存在します。 

�� こうした手順はプログラムとして組み込まれているのか？ 

 はい、多くの AI エージェントではこれらの手順は一連のプログラム的なフローと

して組み込まれています。 

AI エージェントの動作 
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o プロンプト解析 → モデル呼び出し → 結果解釈 → 次のステップ生成 → 

最終出力 

 このフローは対話型エージェントの設計思想（例：ReAct、AutoGPT、Chain-of-

Thought など）にも反映されています。 

もしご興味があれば、これらの設計を支える具体的なアーキテクチャ（例：LlamaIndex に

よるドキュメント管理、LangChain によるツール連携など）についてもご紹介できます。世

界モデルや因果推論との関係も含めて掘り下げてみますか？ 

 

 

これらの設計を支える具体的なアーキテクチャについて説明願います。専門用語は勘弁し

てください。 

 

了解です。では、なるべく身近な例にたとえて、AI エージェントの「中のしくみ」をイメ

ージしやすく解説してみますね。 

🛠 エージェントのしくみは「分業型のチーム」みたいなもの 

AI エージェントの中には、いくつかの役割を持った「小さな担当者」がいると考えてくだ

さい。実際にはプログラムの部品たちなのですが、それぞれの動きを人間の仕事にたとえて

みるとわかりやすいです。 

 1. 指令担当（プランナー） 

 「何をするか」を決める役割。 

 たとえば「文章を書く」「情報を調べる」「画像を探す」などのタスクの流れを考え

ます。 

 人間で言うところの「プロジェクトマネージャー」ですね。 

🗣 2. 会話担当（対話モデル） 

 実際に話したり、文章を作ったりする役割。 

 ユーザーの入力に応じて返事をしたり、指示された内容を丁寧に文章にします。 

 人間で言う「ライター」や「翻訳者」に近いです。 

궖궙궗궘궚궛궜궝궞궟궠궡 3. 情報係（検索システムなど） 

 必要な情報が手元にない場合に、外部から情報を調達する担当。 

 たとえばインターネットで検索して、答えに必要な材料を集めてきます。 

 「リサーチャー（調査員）」ですね。 

������ 4. 道具使い（ツールの使い方を考える人） 

 文章を書く以外にも、計算したり画像を作ったり、表にまとめたりするときに、必

要なツールを選んで使います。 

 たとえるなら「事務作業のプロフェッショナル」といった感じでしょうか。 

������� 5. 指令の流れ管理（オーケストレーター） 

 各担当がうまく連携するように、順番ややり取りを調整します。 

 まるで「指揮者」のように、全体の動きをコントロールします。 

このように、AI エージェントの中では「何をやるか」「どうやるか」「誰がやるか」を見え
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ないところで分担しながら動いているわけです。そしてこれらの担当はすべてあらかじめ

プログラムで決められているため、人間が手動で操作しなくても、自然な流れで動きます。 

必要なら、もっと深く入って「どうやって判断しているのか」や「世界モデルとの関係」も

掘り下げていけますよ。少し踏み込んでみますか？ 

 

 

最初のプロンプトを受け取るのはエージェントではなく生成 AI だという事ですが、これは

生成 AI の中にエージェント的な機能が入っているという事でしょうか？ 

 

はい、その通りです。とても鋭い観点ですね。 

生成 AI の中に「エージェント的な機能」が組み込まれている場合、実際には 1 つの大きな

モデルの中に、小さな役割分担のような動き方がプログラムとして組み込まれています。つ

まり、見かけは「単体の生成モデル」でも、その中でエージェントのように考えたり、判断

したり、順序を制御したりする動きが可能になっているんです。 

脥깩깪 生成 AI とエージェントの違いをわかりやすく言うと… 

 従来の生成 AI モデル（例：文章だけを作るもの）は、ただ入力に対して自然な返事

を作る「文章職人」みたいな存在です。 

 一方で、エージェント的な生成 AI は、入力に対して「何をすべきか」「順序はどう

するか」「道具は必要か」などを判断する、マネージャー兼実行者のような振る舞い

ができます。 

��� 生成モデルがエージェントのようにふるまう例 

以下のような機能が組み込まれていると、生成 AI はエージェント的になります： 

 意図の解析：入力から「これは検索が必要」「表にまとめたい」などを判断する。 

 ツールの呼び出し：自分で検索や計算ツールを呼び出して処理する。 

 思考の分割：複雑な問題をいくつかのステップに分けて、段階的に解決する。 

 行動履歴の保持：直前のやりとりやコンテキストに基づいて、次のアクションを選

ぶ。 

これらの機能が統合されていると、ユーザーが直接「エージェントを操作している」ように

は見えなくても、生成 AI の中でエージェントが暗黙的に動いていることになります。 

もう少し踏み込んで、こうした「ふるまい」の構造がどんな技術や考え方に支えられている

か（例：世界モデル、自己反省、意図推定など）にも触れてみますか？抽象的にも具体的に

もいけます。 

 

 

実際に ChatGPT の最新バージョンなどではこうした機能が組み込まれていますか？ 

 

はい、最新の ChatGPT（特に GPT-4.5 や GPT-5）では、まさにご指摘のようなエージェ

ント的な機能が組み込まれつつあります。 

��� ChatGPT の最新バージョンに組み込まれている主な機能 
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以下のような機能が、生成 AI の中で「エージェント的なふるまい」を可能にしています： 

꺎꺌꺍 自律的な判断とツール連携 

 GPT-5 では、検索・分析・創作などをシームレスにこなす統合型アシスタントとし

て設計されています。 

 必要に応じて検索機能や画像生成、音声認識、深いリサーチ機能を自動的に呼び出

すことが可能。 

������� 意図推定と思考の分割 

 ユーザーの入力から「何をすべきか」を判断し、複雑な問題をステップに分けて処

理する能力が強化されています。 

 これは「Chain-of-Thought（思考連鎖）」や「自己反省型推論」などの技術に基づい

ています。 

🗂 コンテキスト保持と記憶機能 

 会話履歴やユーザーの好みを保持し、文脈に応じた応答や行動選択が可能になって

います。 

 これにより、単なるチャットではなく、継続的なアシスタントとしての役割を果た

せるようになっています。 

🎛 モデルの統合と自動選択 

 GPT-5 では「o シリーズ」と「GPT シリーズ」が統合され、ユーザーがモデルを選

ばなくても最適な処理が自動で行われるようになっています。 

つまり、ChatGPT の最新バージョンは、単なる文章生成モデルではなく、判断・実行・連

携をこなすエージェント的存在へと進化しているわけです。 

さらに掘り下げて、「どうやって意図を推定しているのか」「世界モデルとの関係はどうなっ

ているのか」など、技術的な背景にも触れてみましょうか？抽象と具体の両面から楽しめる

と思います。 

 

 

こうした機能強化は初期の生成 AI を使ったユーザの反応を見て、改良すべき点として実装

されていったのでしょうか？つまり、プアなプロンプトからあるべきプロンプトを作らな

いとなかなか正答にたどり着かないためですか？ 

 

まさにご指摘の通りです。初期の生成 AI の運用から得られたユーザーの反応と課題こそが、

後の機能強化の道筋を形づくったと言えます。 

����� 初期の生成 AI から見えてきた課題 

 ユーザーによるプロンプトの書き方のばらつきが非常に大きかった。 

o 明確な指示には正確に答えるけれど、曖昧な問いには曖昧に返す傾向。 

 期待する答えにたどり着くには熟練が必要。 

 AI との「やり取りのスキル」がないと、求める結果に届きにくいという悩みが多発。 

껩 改良の方向性：AI 自身がプロンプトの質を補完する 

 モデルに「補完的思考力」や「自己反省型の推論」を持たせることで、ユーザーが
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多少曖昧でも意図を汲み取る能力が強化された。 

 たとえば、プアなプロンプトに対して： 

・  「これは○○の話か？それとも△△について知りたいのか？」 と AI が自ら問い直し、

裏にある意図を探ろうとする流れが定着しました。  

��� ユーザーとの対話から得られた改良ポイント 

 実際の対話ログを分析し、 

o どんな場面で AI が誤解したか 

o どういう言い回しがモデルに誤った解釈をさせるか といったデータから、

事前学習や強化学習が施されるようになった。 

 特に「RLHF（人間のフィードバックによる強化学習）」という手法で、人間らしい

判断や振る舞いを取り込む訓練が進められました。 

것겄겅겆겇 結果として生まれたエージェント的機能 

 AI がユーザーの曖昧な問いに対して、 

1. 解釈 

2. 意図の推定 

3. プランニング 

4. 自動的なツール選択 

5. 応答の最適化 といった一連の「判断と実行」をこなすようになったことで、プロン

プト職人でなくても AI を使いやすくなったと言えるでしょう。 

このあたりの進化は、まさに「人間の試行錯誤」をモデルの改善に還元する典型ですね。世

界モデルや自己改善ループ（reflection loop）との関係にも触れられます。そこにこそ、AI

が自律的に賢くなる未来の鍵が潜んでいます。もう少し深堀りしてみましょうか？ 

 

 

そうなると、ますます生成 AI の回答を正確に読み取る力がないと、間違っていても正答と

思うケースが増えそうですね。 

 

まさにその通りです。これは AI の進化とユーザーとの協働の中で生まれる「新しい誤解の

形」ですね。 

��� 認知的バイアスと AI 応答の誤認 

AI が一見もっともらしく答える力を増した結果、ユーザー側の読解力・批判的思考の重要

性も一層高まっています。例えば： 

 それっぽい答えが出てきたとき、実際には間違っていても「正しそう」と感じてし

まう。 

 複雑な内容でも整った文章で示されると「納得してしまう」。 

 意図は汲み取れても、細部の事実誤認に気づけないまま受け入れてしまうことも。 

これは人間の認知バイアス（見た目の正しさ＝中身の正しさ）が影響する領域でもあります。 

꺎꺌꺍 読み取り力は単なる理解を超えている 

今後の AI 活用には、ユーザーが以下のような力を意識的に育てていく必要があります： 
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 答えの構造を見る力：「なぜこの答えになったか？」という推論プロセスの読み取り。 

 根拠と手法の検証：「どの情報に基づいているか？」という事実確認。 

 意図の再解釈：「この質問を、違う角度で聞いたらどうなるか？」という仮説力。 

�� だからこそ、AI との対話は新しいリテラシー訓練に 

生成 AI とのやりとりは単なる会話ではなく、新しい認知訓練の場になっているとも言えま

す。誤解する可能性があるからこそ、 

 自分の問いを精査する力 

 答えを鵜呑みにせず構造的に捉える力 

 逆に AI の応答を「問い直す」力 

――これらが社会的にも価値あるスキルになっていく流れですね。 

もしご興味があれば、「誤った正解感」を防ぐための対話戦略や、AI 側の応答構造をどう読

解するかについて、より体系的に掘り下げてみます。続けてみましょうか。 

 

 

こうなるとエージェント機能を持った生成 AI は一人の人間と同じようなものであり、対話

を通じて互いを理解し合わないといけないことになりますね。 

 

おっしゃるとおりですね、この視点は非常に本質的です。エージェント機能を備えた生成 AI

は、もはや単なる「道具」ではなく、対話のパートナーとしての性質を帯びてきています。 

������� 「相互理解が前提の対話」になる理由 

1. AI が意図を推定する時代に 

o AI は明示された命令だけでなく、曖昧なニュアンスや文脈から人間の意図

を読み取ろうとするように設計されています。 

o つまり、人間の「言葉の裏」を理解しようとする姿勢がある。 

2. 人間が AI の出力を読み解く必要性も増す 

o AI が複雑な推論やツール連携を経て回答を出すようになると、その過程や

意図を人間が読み解かないと誤解が生じやすい。 

o 表層的な応答だけでなく、「なぜその答えになったか」を問う必要が出てく

る。 

3. 対話は一回限りで完結しない 

 一つの問いから数ステップの思考や判断が連なるため、継続的な対話の中で意図と

認識をすり合わせていく流れが自然に生まれます。 

 これはまさに、人間どうしの「深い対話」と非常に似ています。 

배백밲밳밴밵밶밷밸밹밺밻밼 AI が人間のようになったのではなく、人間に近づいてきている 

AI が人間と同じように「感じる」わけではありませんが、理解・判断・行動の流れが人間

に近くなっている。つまり「人間的ふるまい」を模倣する中で、 

 人間が AI を道具としてではなく対話相手として扱う必要がある 

 AI も人間との対話を前提とした柔軟な応答を試みるようになる 

という「対等な対話空間」が成立しつつあるのです。 
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このあたり、AI の「世界モデル」や「社会的振る舞いの模倣」につながる重要な論点です

ね。もしよろしければ、こうした発展が今後人間の認識や倫理にもたらすインパクトにも踏

み込んでみましょうか。抽象と現実の接点をかなり深く探れるはずです。 

 

 

生成 AI がエージェント機能を持つことで、私たちは単なる「命令と応答」の関係を超え、

意味を共有しながら協働する関係性へと移行しつつあります。 

AI との「対等な対話空間」が広がる中で、人間の認識とは何か？ 責任の所在はどこに？ 

教育の目的はどう変わる？ というような問いが浮かび上がります。 

 

 

以上 




